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におけるセル成型苗の栽培適応性について、培地の種類やトレ
苗日数が野菜の生育・収量に及ぼす影響を検討し、野菜の省力
に資する。
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露地+野隆菜栽１培でセル成型苗を利用する場合は、
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培地は園芸用培土、セル数は
品目により最適育苗日数が

１固形培地であるオアシスは、根鉢の形成の必要がなく定植の適期幅は広く
なるが、土壌に比べて培地の物理性が異なるために、リーフレタスやホウレ
ンソウ及び気温が高い９月定植のチンケンサイ等では活着が悪く初期生育が
劣り、株重が軽く、園芸用培土に比べ栽培適応性が劣る。
２９月定植での育苗日数は、セル数200のトレイは１５日間から２０日間が良い。
セル数が448のトレイでは育苗日数は１５日間が最も良く、日数が長くなるほ
ど結球垂や株重が軽くなり収量が低下する。セル数が多く、小苗であるほど
定植の適期幅が狭く栽培適応性が劣る。
３ ２月定植での育苗日数は、セル数200のトレイではキャベツ、チンケンサイ
は２０日間、リーフレタス、ホウレンソウは２９日間が良い。セル数448のトレ
イでは、キャベツ、ホウレンソウ、チンゲンサイは２０日間、リーフレタスは
２８日間が良い。なお、キャベツやチンケンサイは根鉢の形成が早く、リーフ
レタスは根鉢の形成に多くの日数を要する。
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１野菜の大量育苗技術の資料として活用する。

２用土量が少ないため、濯水の均一化や肥料ぎれに留意する。

３根鉢が小さいため、植え付ける圃場の砕土や整地は十分に行い、定植は本

４

圃の土と根鉢が密着するようにする。

活』着や初期生育を促すために定植後の濯水に留意する｡

Ⅵ今後の研究上の問題点
苗質の向I上及､び保存方法

Ⅶ資料名

１１，２年度福岡県農業総合試験場園芸研究所野菜試験成績書
２福岡県鴎業総合試醗場研爽鶴舎Ｒ（闘雲）麓１０号


